
ニエ

世界のOR文献がひと目で調べられる

IAOR (International Abstracts in 

Operations Research) 

IFORS (Intcrnational Fedcration of Operatiｭ

onal Research Socictics) によって，隔月毎に発行

されている， ORに関係する論文のアブストラクト

誌です.参加学会は，わが国をはじめアルゼンチン，

オ{ストラリア，ベルギーなど23カ国のOR学会

で，チェコの Economico-Mathematical Commト

ssion やアメリカの TIMS (The Institute of Maｭ

nagemcn t Sciences) も参加しています.内容は，

各!{~で発行されている学術雑誌から ORに関係のあ

る諭文が選ばれ，それらの英文アブストラクトが専

門別に分類されて記載されています.特に， ソ連，

ハンガリーなどの共産圏諸国の論文についても，そ

れらの英文アブストラクトが元の雑誌からそのまま

転載されていたり，広く情報の蒐集に便利です.ま

た， OR!pJ係の単行本についても内容の説明があり，

全 !II:界のOR関係の論文のほとんどが締結されま

す.

u 本OR学会では，論文選考のために IAOR 委

只会(委員長森口繁一氏〕があり，現在 8 名で構成

されています.委員会で、選ばれた論文については，

あらかじめ登録しているアブストラクターの方々に

お :h~'l\' 、して，英文アブストラクトを作成しておりま

v平-

3 ・

1\~:j邑に書店などを通して購読しますと 1 年 6 冊で

約 4 ， 000 円ですが， OR学会を通して定期購読しま

すと， 1 年 6 冊で 800 円と安くなります.

最後に， IAOR委員会の活動状況をお知らせしま

す.毎月約20冊のOR関係の雑誌から論文を選考し，

専門別のアブストラクターにアフやストラクト作成を

お願いしています.実際に IAOR に載せられるには

時間遅れがありますが，例えば日本の論文のアブス

トラクトが多い VoL 9, 1'10.2 , 1969の IAOR につ

いて調べますと，全部で 180 件のうち 261'~ iJ: 日本

IAOR委員会を通して提出されたアブストラクトで

す.
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第 2 回特別テーマ国際会議のご案内

テーマ Cost Effectiveness Conference 

ご承知のとおり， IFORS は 3 年ごとに関かれ，

次回は1972年にアイルランドで聞かれますが，それ

に先立って来春 4 月頃，米国ワシγ トンにおいて標

記の会議が開かれる予定で， この会議の詳細が決定

すれば視察団を派遣して参加することを考えており

ます. 

..6. 
ﾄ 

評議会

合 (45年 l 月 -6 月〉

45~5一一 14 出席 ('i 21 名.

議題総会議案の承認.

理事会

45~2~10 出席者 15名.

議題1. 体制強化の 4 委員会委員長方針説明

2. 1970年度評議員推せんの件

3 ‘ 名誉会員推せんの件

4. 研究部会の件

5. OR金曜サロンの 1'1=

6 ‘ 日的憲司氏死去の1'1二

7. 総会及び研究発表会の件

8. 広告委員会の件

9_ 祝祭団派遣延期のf'I

45~3~17 出席者 17名.

議題1. 職員採用の1'1: (岡本あき子嬢週 3

日出勤〕報告

2. 総会および研究発表会の日程の件報
f七
日

3. Dr. Hoag の来日について報告

4. プェロー推せんの件

5. 研究発表会特別講演依頼の ('1:

6_ 秋季研究発表会の件

7. 大西記念文献賞の件

8_ 法人化のf'I:

9. 事務職員に関する件

10. 1969年度事業報告(案)の件

11. 1970年度事業計画(案〉の件

12. その他

IFORS 第 2 回特別テーマ国際会議
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一

開催の{牛.

テーマ Cost effectiveness. 

45-4-28 出席者17名.

議題総会議案の審議

45-6-29 出席者23名，

議題1. 新年度役員顔合わせ

2. 45年度学会の運営について

3. 庶務，会計，財務，渉外幹事の委機

の件

4. 刊行物委員，幹事の委嘱の件

5. 大西記念文献賞選考委員長委嘱の件

6. 第 8 留 IFORS の iキ

7. その他

刊行物委員会

45-1-9 弘幸若者11 名-

45-3-13 出席者10名.

45-5-7 出席者15名.

IAOR委員会

45---1-8 (A , B斑〉
45-1-21 (A班〕

45-2-25 (B班〕

45-3-25 くA蕊)

45-4-23 (B 3iII) 

45-5-22 CA班〉

45-6-23 (B 涯〉

研究専門委員会

45--2一日出席者 3 名.

45-3-19 出席者13名事

大渡賞選考委員会

45--7-7 

大会準備委員会

45--4-17 

庶務幹事会

45-1-29 出席者10名.

45-2-18 出席者 7 名.

-15--3--10 出席者 7 名.

45-4-21 出席者 7 名

45-6--26 出席者11名

利行物幹事会

45--6-17 グ 7 名

余計幹事会

45-4-3 

45--5-6 

15-5--27 

OR金曜サロン

45-4-10 出号室者百名.

ス

第 9 間“意志、決定と;土H

45-5-1 出席者合名禽

第10随“目的の費V"〆づけ 一定式化シリーズ(1)

45-6-5 出席者11 名.

第11関“浪li度の設定 (measurement) 一定式

化シリーズ(2)一一円
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「情報処理大学院」生徒募集

上級情報処理技術者の養成機関である財団法人・

情綴処理センター(理事長・山内二郎東大名誉教授〉

は， 10月開講の 4 コースについて募集要綱を 6 月 29

日発表したが，各コースの内容は次のとおりである

(カヅコ内は定員・研修期間・研修時間数・研修料

・開講日の順〕。

システム・エンジニア・コース (30.6ヵ月・ 600

.30万円・ 10月 12 日)

シニア・プログラマ・コース (30 ・ 6ヵ月・ 600 ・

30万円・ 10月 12 日〉

イ γストラクタ・コース(若干名・ 3 カ月・ 300 ・

13万円・ 10月 12 日〕

管理者コース (20 ・ 1 カ月・ 150 ・ 15万円・ 10月 26

[1) 

募集受付は 7 月 10 日より 8 月 15 日まで.選考は筆

記 8 月 29 日，函駿 8 月 30 日 9 月 2 ， 3 日のうちの

1 日.合格発表は 9 月 7 日の予定.明年 1 月開講の

2 グヲス〔インストラクタ・コース Hおよび管理者

コース II. 定員その他内容は上記と同じ〉について

は本年 10月募集の予定.

なお同センターは東京・芝浜松町の世界貿易セン

ターピル 7 階に10月 1 日開所するが，募集事務は東

京・港反芝公園21 の 1 機械振興会館内向センタ一

事務局(電話434局8750iff) において行なわれる.

内容の詳細についてお知りになりたし、方は，学会

事務所に書類が来ていますので，お問合せ下さい.

研究部会設置について

従来の学会活動は春秋 2 回の研究発表会と機関誌

の発行が主なものでしたが，会員数も 1200名をこえ

るようになり， さらに活動を活発にすることが望ま

れるところです.

そのーっとして，研究専門委員会のもとに設置さ

れる研究部会を画期的に拡充しようと考え，新しく

8 つの部会を発足，現在活動中の 3 つの部会とあわ

せて 11 の部会が設置されました.

この研究成果は， r経営科学」誌に掲載されます

が，将来はシンポジウムなども開催したいと考えて

おり，その際にはこれを基礎としてゆきたいと思っ

ております.

今後このような部会はさらに拡げていくつもりで

すが，そのテーマも今回は昔から ORで取り上げら

れてきたテーマに限られておりますが，将来はOR

の既成観念にとらわれず新しい分野も取り上げてい

ス 85 

きたいので，ご提案があれば事務局までご連絡下さ

L 、.

研究部会一覧

部会名|主 査|幹 事
弘治ーリ i渡辺茂明フoi原 亨〔富土通〉
電 力後藤tt:fr(東北電若林剛(電力中

i 力)1 研〉

P P B S l今村和男(防衛大):矢部真(国鉄〉
予 測岡野吉次(早大)1松島康夫(電々〉

組合わせ理論 i伊理正夫〔東大)1古林隆〔東大〉

信 頼 性|真壁肇〔東工大〉l阿部俊一(国鉄〕

待ち行列|森村英典(東工大〉[高橋幸雄(東工大〕
lT1iB ""I'Wt --，--，伊倉一孝(電力中P(幅称、M'P) I刀根薫(慶大)1 研〕

語扇投蚕雇者| 一一丁一一一一一一一

計画の経済計 l千住鎮雄(慶大〉沫村幸信(東工大〕
算

システム(松田正一(早大)1出居茂〔早大〕

M S 松田武彦(東工大〉J高村俊彦(東 レ〉

秋季研究発表会の御案内

日時昭和45年11 月 7 日， 8 日， 9 日

場所大阪大学経済学部

特別テーマ シミュレーション

懇親会 11月 7 日付:)東洋ホテル会費1 ， 500円

見学会 11月 9 日(月〉神戸市港湾開発に関する見

学会費500円〕

電話増設のお知らせ

学会事務所の電話が 1 木で長らくご不便をおかげ

しましたが 7 月より次の番号が増設されましたの

でご利用下さい.

(353) 8792 

視察団派遣の御案内

本学会では，下記のとおり海外視察団を派遣する

よう準備を進めております.この視察団に関する情

浪を希望される方l土，あらかじめ学会事務局までお

け1 し川で下さい.

記

1. テーマ 企業会計情報をめぐる諸問題

2. 予定昭和451{三日月下旬より約 3 週間

I二記のうち

1 週間 カーネギー・メロン大学での講義

2 週間 プライスウォータ・ハウス会計事
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務所を含む関係企業の視察

3. 概算費用 130 万円(国内研修， 団費等の雑費

を除く〕

以上の予定は目下交渉中ですので，変更される場

合があります.

“第T回数理計画法シンポジウム"

(7th Mathematical Programming 

Symposium 1970) の開催について

開催地ハーグ(オランダ)

日程 1970年 9 月 14 日(月) -9 月 18 日〔金〕

参加費 18 ， 000円(事 50)

開催日が追っておりますので，参加についてのお

問L、合わせは直接下記へお急ぎください.

The Secrctariat ; 7th Mathcmatical Program-

ming Symposium 

University of Lcydcn, Computing Ccntre 
20 Stationsplein, Lcyden , The Kethcrlands 
なお，学会にパンフレットが 1 部来ておりますの

で， プ口グラム等のよ手細(土お問L、合わせください.

D. B.ハーツ氏による特別セミナー開

催のお知らせ

このたひ、米国マッキンゼ一社のデビッド・ハーツ

氏が来日され，日本経色情報開発協会の主催で、「戦

略レベルの意思決定 一トップの意思決定にマネジ

メント・サイエンスをいかに役立てるか」について

の講座が下記により聞かれます.本学会ではこれに

後援をすることになりましたのでお知らせいたしま

す.同氏はマッキンゼ一社の国際マネジメント・コ

ンサルタント担当役員で， TIYl S の会長，コロンピ

ア大学 1 E担当教授を!埜任し ORSA の創立にも

貢献した方です.

記

1. テーマ 戦略レベルの丘忠、決定

一一トップの志思決定にマネジメソ

ト・サイエンスをL、かに役立てる

カミ一一一

2. 期日昭和45年 8 月 19 日〔水)， 20 日(木)

午前 9 時30分~午後 4 時30分

3. 参加費会員33 ， 000円一般38 ， 000円

4. 会場 日本経送情報開発協会会議宝(霞ガ関

ビル 30階〕

ス

入退会 (45年 4 月 28 日より 6 月 27 日まで〕

入 ..... 
"" 

〔賃助会員〕

株式会社本田技術研究所

株式会社構造計画研究所

株式会社日本文献センター

黒崎;実業株式会社 (以上 4 :t上)

〔通常会員〕

小川 洋(電力中火研究所)・高JI:英造(東北石

油側技術部)・恩崎弘美(日本アイ・ビー・エム

(椀〕 ・毛呂全宏 (t(~ー銀行事務企画課)・小波博

英(建設省土木研究所〉・遠藤 勉(日本電気附

玉川事業場)・杉山康夫(三菱電機鮒)・榎本武

彦(東京電気化学工業側〕・下倉文脈(富士学院

教育部)・尾崎 統〔文部省統計数理研)・鈴木

義一郎〔文部省統計数理研)・茨木俊秀(京都大

学数理工学科)・荻原洋太郎(電気通信大学経日

工学科〕・高野一夫〔電気通信大学) ・古 IU 孫

(電々公社電通研〕・吉野俊造(日本オベレーシ

ョンズ・リサーチ研究所〕・古原重明(日本オベ

レーションズ・リサーチ研究所)・石田 造(日

本アイ・ピー・エム附)・今里H~îbj (U 木アイ・

ピー・エム (r~) ・白尾国人(キリンビーノレ制仙台

工場)・川井敏弘(日本アイ・ピー・エム制)

矢野真和(東京工業大学社会工学科〕・中山道夫

(二|ヒ海道電力側)・岡林秀夫(北海近辺力側)・

志村昌一(北海道電力側)・丸山立幸(三菱鉛筆

附) ・木村博光(日東紡績附) ・宮川公JJ (一橋

大学商学liIO ・名和小太郎〔旭化成工業側〕 ・私i

本 理(国際書籍制〕・宝島一般(防衛大学校)

Carlos. J. Fraguio (アルゼンチン大使館)・ T.

S. Lin (Tatu時 Institute of Tcchnology) 

Manohar D. Nasta(The University of IOWA) 

杉本欣一(清水建設附計算センター〕・宮崎徳次

郎(清水建設側計算センター〕・凹'IJ康信(清水

建設側計算センター〕 (以上37名)

〔学生会員〕

柳沢務(東大大学院原子力工業)・長田洋

(東大大学院燃料工学科)・山田文平(東工大経

iヨ工学科〕 ・矢田敏雌(電気通信大学)・桐山哲

史(名工大経包工学科〕・岸田 勇〔名工大経営

工学科)・小谷重徳(名工大経~;工学科〉・市方

克己(名工大経営工学科)・多村P.fIー(名工大経

営工学科)・河合忠彦(東大大学院経済学部〉・

牛島孝夫(東工大応用物理学科〕・高橋誠(東
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工大応用物理学科)・高橋・進(早大大学院理工 退 会

学部)・斉族幸二(東洋大学経済学部〕・池永和 〔賛助会員〕

~J (法政大学工学部〕・飯倉道雄(電通大大学院 閥横河橋梁製作所

通信経d白〉・神山 粛(防衛大理工学研究科)・

国陶利嗣(法政大経営工学科)・石原 諭〈法政

大経iヨ工学科)・阿部高久(法政大経営工学科〉・

供田康司(法政大経i主工学科〕 ・寒江洋次(法政

大経也'工学科)・倍、橋隆行(東海大学〉・大山達

雄(東大計数工学科〕・大久保敏〔早大大学院

理工)・王 碩夫(東大経済学部〉・鈴木経義

(東海大学〉・鈴木久敏(東工大経'~~i;工学科)

(以上29名)

学習研究社

側中村屋

〔通常会員〕

(以上 3 社)

下回興作・横田康平・鈴木三郎・福田孝男・今井

晴男・開田}百二・幾旧宗男・石井威望・加香雪雄

大和田精一・栗村大古・中川利û:jt .小田島一雄・

山田敬存 (以上14名〉
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